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背景，あるいは問題の所在

• 学術コミュニケーション・システムの危機
• 大学（研究機関）からの情報発信強化
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いわゆるシリアルズ・クライシス
日本国内図書館の外国雑誌購入費および受入れタイトル数
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査読付き電子ジャーナル刊行状況
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コンソーシアム戦略

• コンソーシアム形成の効果
– 交渉力と購買力の強化
– Value for Moneyの向上

• 日本のコンソーシアム
– 国立大学図書館協議会電子ジャーナル・タスクフォース
– 長岡技術科学大学＋高専
– 医学図書館協会，薬学図書館協議会
– 私立大学，公立大学
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タスクフォースの出版社協議

• 2000年9月
– タスクフォースの設置

• コンソーシアムの形成
– 2002年～

• Elsevier，Wiley，Springer，Blackwell，ISI
– 2003年～

• Nature，Kluwer，IEEE Computer Society，
ProQuest，EBSCO，CSA等々

– 2004年～
• BioOne，LWW/Ovid，OUP，APS，CUP等々
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その成果
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その限界

• 値上がりは続く！！
– Price Cap（値上げ率の上限設定）が最大限の努
力

• シリアルズ・クライシスに対する特効薬ではな
く，あくまで対症療法

• 学術コミュニケーションの変革の必要性
–商業出版社が主導権を握る現在の学術コミュニ
ケーションの仕組み自体の変革が必要



2003/11/25, 12/05 国立情報学研究所公開講演会 9

「審議のまとめ」

• 科学技術・学術審議会『学術情報の流通基
盤の充実について（審議のまとめ）』（平成14
年3月12日）
– 「大学等から発信される様々な学術情報が簡便
に利用できるためには，総合的な情報の発信窓
口（ポータル機能）を設置し，統一的な規約に
よって情報を発信する必要がある。このために，
大学図書館が中心となって．．．情報発信のた
めのシステムの設計・構築を行う必要がある 」
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学術情報（研究成果）とは

• 論文（雑誌論文，プレプリント，紀要論文，テ
クニカル・レポート，学位論文），図書，教材，
実験データ，統計データ，学会発表資料，
データベース，ソフトウェア等々
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発信の現状

• 雑誌・図書（紙/電子）を通じて刊行
• プレプリント・サーバから発信
• 学会発表
• 授業
• ウェブサイトでの公開
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現状の分析

• 統一的な発信窓口の欠如
• 長期的な保存体制の不備
• 隠れた成果の存在
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ひとつのソリューション

• Institutional Repository
–学術機関リポジトリ，機関リポジトリ/レポジトリ，大
学リポジトリ

• 「大学内で生産された知的生産物（さまざまな
論文，プレプリント，統計・実験データ，教材，ソ
フトウェアなどの学術情報）を蓄積，保存し，学
内外に無償で発信するためのインターネット上
の電子書庫」
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システム概要

図書館員

管理
・リポジトリ管理
・メタデータ管理
・ライセンス管理

研究者

コンテンツ登録
・学術論文
・プレプリント
・テクニカルレポート
・学位論文
・学会発表資料
・教材
・各種データ類
・ソフトウェア

投稿 検索・閲覧

一般利用者学術機関
リポジトリ

•統一的な学術情報発信窓口
•長期保存・アクセスの保証
•研究成果の視認性の向上
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リポジトリ間の相互利用性

• OAI: Open Archives Initiativeの活動
– メタデータ・ハーベスティングによる相互利用のフ
レームワーク

–データプロバイダ（リポジトリ）とサービスプロバイ
ダ（横断検索等の付加サービス）

– OAI-PMH（Protocol for Metadata Harvesting）
• OAI-PMH紹介ページ

– http://www.nii.ac.jp/metadata/oai-pmh/

http://www.nii.ac.jp/metadata/oai-pmh/
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海外の事例

• SPARC Institutional Repositories List
– http://www.arl.org/sparc/core/index.asp?page

=m1
– 26のリポジトリ（2003年11月5日現在）
–オーストラリア（1），カナダ（1），デンマーク（1），
フランス（1），ドイツ（4），インド（1），イタリア（1），
オランダ（2），スウェーデン（3），スイス（1），英国
及びアイルランド（5），米国（5）

http://www.arl.org/sparc/core/index.asp?page=m1
http://www.arl.org/sparc/core/index.asp?page=m1
http://www.arl.org/sparc/core/index.asp?page=m1
http://www.arl.org/sparc/core/index.asp?page=m1
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DSpace（マサチューセッツ工科大学）
• https://dspace.mit.edu/index.jsp
• 2002年11月にサービス開始
• 現在，5つの研究コミュニティ（学部，学科，センター
等）が参加

• DSpaceソフトウェアをヒューレット・パッカード社と共
同開発→オープンソース化

• DSpace連合の結成（ケンブリッジ大学，コロンビア
大学，コーネル大学，ロチェスター大学，オハイオ州
立大学，トロント大学，ワシントン大学）

https://dspace.mit.edu/index.jsp
https://dspace.mit.edu/index.jsp
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eScholarship（カリフォルニア大学）
• http://repositories.cdlib.org/escholarship/
• CDL（California Digital Library）が2002年4月に
サービス開始

• 研究論文，ワーキングペーパ，テクニカルペーパ，
プレプリント等を格納

• 登録ペーパ数：2,312（2003年11月13日現在）
• 約10,000件/週のダウンロード実績
• ソフトウェアはバークレイ校で開発されたbepressを
使用

http://repositories.cdlib.org/escholarship/
http://repositories.cdlib.org/escholarship/


2003/11/25, 12/05 国立情報学研究所公開講演会 19

CODA（カリフォルニア工科大学）
• http://library.caltech.edu/digital/
• カリフォルニア工科大学の各種リポジトリの
集合体

• 10種のリポジトリが公開され，6種が準備中
（2003年11月13日現在）

• ソフトウェアは，サウサンプトン大学で開発さ
れたEPrintsを使用

http://library.caltech.edu/digital/
http://library.caltech.edu/digital/
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その他の事例

• FAIR（Focus on Access to Institutional 
Resources）
– 英国JISC（Joint Information Systems Committee）のプ
ログラム

– 学術機関リポジトリの普及をめざし，14プロジェクト（50機
関）が活動中

• CARL（Canadian Association of Research 
Libraries）
– CARLを中心とした，学術機関リポジトリのパイロット・プ
ロジェクト

• DARE（Digital Academic Repositories）
– オランダの全国規模の分散リポジトリ構築計画
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SPARCの支援活動
• 『機関リポジトリ擁護論：SPARC声明書（ “The 

Case for Institutional Repositories: A SPARC 
Position Paper”）』（2002年）
– http://www.tokiwa.ac.jp/~mtkuri/translations/case_for_

ir_jptr.html
• 『SPARC学術機関リポジトリ・チェックリストおよびリ
ソースガイド（”SPARC Institutional Repository 
Checklist & Resource Guide”）』（2002年）
– http://mitizane.ll.chiba-

u.jp/information/SPARC_IR_Checklist.pdf

http://www.tokiwa.ac.jp/~mtkuri/translations/case_for_ir_jptr.html
http://www.tokiwa.ac.jp/~mtkuri/translations/case_for_ir_jptr.html
http://mitizane.ll.chiba-u.jp/information/SPARC_IR_Checklist.pdf
http://mitizane.ll.chiba-u.jp/information/SPARC_IR_Checklist.pdf
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期待される効果

• 学術コミュニケーションの変革
–世界的なリポジトリのネットワーク
–無料でアクセスできる学術論文の増加
–商業出版社の寡占システムへの代替

• 大学からの情報発信強化
–統一的な情報の発信窓口として機能
–大学の説明責任
–研究機関としての知名度の向上



2003/11/25, 12/05 国立情報学研究所公開講演会 23

千葉大学学術情報リポジトリ計画

• 館内ワーキンググループの設置（平成14年6月）
• 国内外の動向調査
• 学内教官を対象としたアンケート調査（平成14年10
月）

• 「千葉大学学術情報リポジトリ（仮称）」プロトタイプ
版の開発（平成15年3月完成）

• 附属図書館長の下に「協力者会議」設置（平成15年
7月）

• 運用開始予定（平成16年4月）
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プロトタイプの概要

• ハードウェア
– DELL PowerEdge 600SC（メモリ1G，HD80G）

• ミドルウェア
– Oracle

• リポジトリ・アプリケーション
– 独自開発（外注）

• 実装機能
– 利用者管理
– コンテンツ登録（アップロード）
– メタデータ更新
– 検索・利用
– OAI-PMHリポジトリ機能
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コンテンツ・アップロード
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メタデータ入力
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検索画面
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メタデータ一覧表示
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メタデータ詳細表示
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コンテンツ表示
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検討すべき課題

• 初期データ整備
• ガイドラインや利用許諾契約書の策定
• 登録の促進
• 著作権譲渡をめぐる問題
• ソフトウェアの改造



2003/11/25, 12/05 国立情報学研究所公開講演会 32

初期データ整備

• 紀要類
– ＮＩＩの紀要ポータル事業による電子化データ

• 学内外のサーバにおいて既に公開されてい
る電子論文
– Technical Reports of Mathematical Sciences, 

Chiba University
– arXiv.org，ADS（NASA Astrophysics Data 

System）
• CD-ROM化済みコンテンツ

–自然科学研究科学位論文
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ガイドラインと利用許諾契約書の策定

• ガイドライン
–誰が登録できるのか？
–何を登録できるのか？
–どのようなフォーマットで？
–著作権は何処に？
–品質管理の必要性？

• 利用許諾契約書
– コンテンツ登録者から，非排他的な無償の利用
許諾を得る必要あり
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登録の促進

• 使いやすい登録インターフェイス
• リポジトリのメリットの強調

–自らの研究成果の認知度を高める
–無料でアクセスできるオンライン論文の非引用率
を示す

• オフライン論文に比べて2.6倍多く引用されている
（Lawrence, Steve. “Online of invisible?”）

–研究成果の長期保存・利用の保証
• 大学としての方針が打ち出せるか？
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著作権をめぐる問題

• 出版社や学会の著作権ポリシーに関する情
報提供
–学術雑誌に掲載された論文をリポジトリに登録す
ることは可能か？

• RoMEOの調査結果
– http://www.lboro.ac.uk/departments/ls/disrese

arch/romeo/index.html
– 7,135誌（80社）を対象
–プレプリント，ポストプリントのいずれかまたは両
方の登録を認めている雑誌が全体の54.6%

http://www.lboro.ac.uk/departments/ls/disresearch/romeo/index.html
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プロトタイプの改造

• コンテンツ登録インターフェイスの改善
• 検索利用インターフェイスの改善（ブラウジン
グ，最新コンテンツ一覧，新着アラート機能）

• 統計機能（登録，アクセス）
• セキュリティの確保
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今後の展望

• リポジトリ共同体
–課題解決に向けた知識や経験の共有
– ソフトウェアの共同開発とオープンソース化

• 大学図書館とNIIのコラボレーション
–大学図書館

• 学内の学術情報を収集，保存
–国立情報学研究所

• 各大学のリポジトリに対する総合的窓口機能
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めざすべきは

JuNii，GeNiiJuNii，GeNii日本発の学術情報への統一的窓口

NIIメタデータ
データベース

B大学 C大学

メタデータ・ハーベスティング

D研究所千葉大学

学術機関リポジトリ

論文

データ

教材

ソフトウェア

学術機関リポジトリ

論文

データ

教材

ソフトウェア

学術機関リポジトリ

論文

データ

教材
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学術機関リポジトリ

論文
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教材

ソフトウェア
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